18. 例外処理

18.1 概要及び概念

アプリケーション例外は，java.rmi.RemoteException以外のエンタープライズBeanのホーム及びコンポーネントインタフェースの手法のthrows節で定義された例外である。

エンタープライズビーンビジネスメソッドは，アプリケーション例外を用いて，ビジネスメソッドへの入力引数の受理不能な値のような異常なアプリケーションレベル条件のクライアントに通知する。クライアントは，アプリケーション例外から回復できるのが典型的となる。アプリケーション例外は，システムレベル問題を報告することを意図したものではない。
例えば，エンタープライズビーンAccountは，残高が十分でないために引き出し操作ができないと報告するアプリケーション例外を投げるかもしれない。例えば，ビーンAccountは，データベースコネクションを得られないという障害を報告するのにアプリケーション例外を使うべきではない。

java.ejb.CreateException.javax.ejb.RemoveException，javax.ejb.FinderException及びこれらの下位クラスは，アプリケーション例外とみなされる。これらの例外は，create，remove，及びfinderメソッド（10.5.8及び12.1.8を参照せよ。）からクライアントにエラーを報告するための標準的なアプリケーション例外として使われる。これらの例外は，18．で定義されるアプリケーション例外についての規則で扱われる。

18.1.2 例外処理の目的

例外処理のEJBは，次の三つの高水準目標を満足するよう設計されている。

· エンタープライズビーンインスタンスによって投げられるアプリケーション例外は，クライアントに適切に報告されるべきである。（すなわち，クライアントは同じ例外を得る。）

· エンタープライズビーンインスタンスによって投げられるアプリケーション例外は，自動的にクライアントのトランザクションをロールバックしてはならない。クライアントは，アプリケーション例外からトランザクションを回復する機会を与えられるのが典型的である。

· インスタンスの状態変数及び/又は基盤永続データを矛盾した状態に放置しかねない予期しない例外は，安全に取り扱える。

